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［Ⅰ］次の英文を読んで質問に答えなさい。 

 

Fictional entertainment can serve as a vivid and easily comprehensible source of knowledge, but only if 

audiences are able to tell its kernel of truth apart from fantasy. In this article, we use the lens of social 

epistemology to develop a theoretical framework of knowledge acquisition and verification practices for fictional 

entertainment that integrates various extant lines of work on entertainment education, perceived realism, 

information processing, credibility assessment, and verification strategies.  

 

Understanding how audiences decide what to believe and what to dismiss in fiction is important for several 

reasons. One is the large time budget individuals spend with fictional entertainment and the growing audience 

share of “news avoiders” whose media diets almost exclusively consist of entertainment. Another reason 

concerns effects: a long line of theorizing and empirical work suggests that audiences often learn from and are 

persuaded by fiction. Although research has examined why and how audiences evaluate the veracity of claims 

in information media and interpersonal communication, little work has considered these processes with regard 

to fiction, or the epistemological challenges posed for audiences by genres that blur fiction and reality.  

 

１．全文を訳しなさい。 

 

２．あなたがドラマやアニメなどのフィクションを視聴したり、読むとき、現実世界についてどんなことを学ぶこ

とがありますか。具体例を挙げ、そのメディア学的な意味を含めて考察しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 

 

 

 

 

 

 

（著作権の都合上、問題文を掲載しておりません） 





同志社大学大学院社会学研究科 

                                                      

2024年度 春期実施 

課程：前期  

専攻：メディア学 

№１ 

大学院外国人留学生入学試験問題 

（注）□ 問題用紙に直接解答すること。 

■ 別紙の解答用紙  1枚に解答すること。 

試験科目 

専門に関する論文 

受験番号 

 

氏名 

                                                         

 

［Ⅰ］ 

以下の質問について答えなさい。2 と 3 については、報道事例について検討すること。 

 

1．ジャーナリズムの情報源とは何か、端的に説明しなさい。 

 

2．次の報道事例には、さまざまな情報源が記述されている。これらにはどのような特徴があるか、述べなさい。 

 

3．国民の「知る権利」の観点から、この報道事例と情報源について、問題点や課題を挙げなさい。 

 

【報道事例】 

◎「岸田政権どうでもいい」 安倍派一掃、異形の政権に更迭閣僚が怒り 

 

 自民党は 22 日の総務会で、安倍派幹部の萩生田光一政調会長、高木毅国会対策委員長を交代させる人事を了承した。

政権中枢から安倍派議員が一掃された形で、自民党史上でも異例の「最大派閥なき政権」が始動した。 

 安倍派による組織的裏金作りの疑惑を受け、岸田文雄首相が今月上旬に同派幹部の「5 人衆」を政権中枢から一掃する

方針を固めて 2 週間弱。萩生田氏が党の政策決定の責任者として携わった来年度予算案が同日、閣議決定され、ようやく

5 人全員の交代となった。 

 萩生田氏は総務会で「任期途中の辞任を申し訳なく思う」と謝罪。新たな政調会長に渡海紀三朗元文部科学相、国対委

員長に浜田靖一前防衛相が就くことも了承された。いずれも無派閥だ。 

 党内基盤が盤石ではない首相はこれまで第 2、第 3 派閥の麻生、茂木両派との関係を重視しつつ、安倍派幹部を要職に

起用。党所属国会議員の 4 分の 1 を上回る 99 人を抱える最大派閥と良好な関係を保つことで政権を安定させ、低支持率

であっても来秋の総裁選再選につなげる構えだった。 

 しかし、裏金疑惑が安倍派を直撃し、松野博一前官房長官ら同派幹部を一掃せざるを得なくなった。首相は「政治改革」

を旗頭に立て直しを図る考えだが、最大派閥の支えがなくなるとともに、安倍派自体の行く末が不透明であるため、首相

周辺は「混乱は起こりうる」と漏らす。 

 

■機能不全の安倍派 

 組織的な裏金作りの疑惑を受け、自民党安倍派が政権中枢から一掃された。要職の座にあった幹部は軒並み裏金疑惑を

抱え、同派の行く末は見えない。一方、最大派閥と距離を置かざるを得なくなった岸田文雄首相は難しい政権運営を強い

られることになる。 

 連日、裏金問題がメディアで報じられる中、安倍派の閣僚経験者は「派閥から何の連絡もない」といら立ちを募らせる。

松野博一前官房長官、西村康稔前経済産業相、萩生田光一前政調会長、高木毅前国会対策委員長、世耕弘成前参院幹事長

の幹部「5 人衆」には巨額の裏金作りの疑惑が向けられるほか、派閥事務所には家宅捜索が入り、安倍派は機能不全の状

態だ。 

 ＜次ページに続く＞ 

※ 
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 額の多寡はあれ、所属議員の大半は派閥からの寄付を政治資金収支報告書に記載せず、裏金化した疑惑を抱える。同派

参院議員は「みんな少なからず当事者。互いへの連絡ははばかられる」と語る。 

 疑惑浮上後も 99 人の大所帯を保つが、「現在の規模を維持するのは困難」との見方がもっぱら。党全体への逆風が強ま

り、他派閥の議員は「（松野氏ら）安倍派の事務総長経験者は離党させるべきだ。それぐらいでないと身内に甘い党と思わ

れる」とささやき合う。 

 安倍派が組織の体をなさなくなったとはいえ、「数は力」が幅をきかす自民党で、最大派閥が閣僚や党幹部にゼロという

異形の政権となった。 

 その中で首相の最大の痛手は萩生田氏を失ったことだ。安倍晋三元首相の死去後も重用し続けた 5 人衆のうち、とりわ

け首相は萩生田氏を頼った。昨年 8 月の人事で萩生田氏を政調会長に起用。今年 9 月の内閣改造では官房長官への登用も

模索したほどだ。防衛費増額のための増税などの重要判断で首相は萩生田氏と「落としどころ」を調整。党内外の保守層

からリベラルとみられている首相への不満を抑える役割を担ったのも萩生田氏だった。 

 同じように強制捜査された二階派は閣僚にとどまるなか、安倍派は一掃されたことで更迭された閣僚の 1 人は「もう岸

田政権がつぶれようが、倒れようがどうでもいい」と恨み節をつぶやく。党幹部は「安倍派が何を言っても『どの口が言

うんだ』って話になる」と楽観するが、捜査が一段落すれば安倍派のなかの一定数が「岸田憎し」でまとまる可能性は否

定できない。 

 首相を支える麻生派の参院議員はいう。「安倍派が壊れ、萩生田氏がいなくなった。首相はきつい」。 

 

［出典；朝日新聞デジタル 2023 年 12 月 23 日配信（筆者名は省略）］ 
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［Ⅱ］メディア、マスメディア、ソーシャルメディア、SNS の各概念の意味を説明した上で、 

メディア学とはどのような学問であるのかを、以下の範囲内で説明しなさい。 
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